
日本人を豊かにする
～経済・産業・移民～

日本人を守り抜く
～食と健康・一次産業・エネルギー～

日本人を育む
～教育・人づくり・国家観～

減税“集めて配る”より、まず

受験戦争からの解放生命線エネルギーと資源確保が

月10万円子ども一人につき

日本はまだ間に合う“NO! 移民国家”

が支える日本現場の人 安心医療で健康国家 日本はみんなの家

は人の天なり食
減税と社会保険料の削減により、国民負担率を35％に抑え、
積極財政による経済成長で国民の豊かさが持続的に高まる経
済構造を実現します。

食を守ることは国家の安全保障そのものです。食の安全を向上
させ、食料自給力を高め、国民が決して飢えることのない体制
を整えます。

0～15歳の子ども一人につき月10万円の教育給付金
を支給し、若者が子供を授かり育てたいと思える環境
をつくります。

偏差値重視の教育から脱却し、ひとりひとりの個性、
強みが正当に評価される教育へと転換します。健全な
人格を育む場にします。

日本の国力が衰える中で、国際情勢も緊迫してきました。
「ひとりひとりが日本」という意識改革を起こし、日本の
豊かさと平和を守ります。

労働力不足の解決を、安易な移民依存に委ねません。適正な人
口計画を立て、外国人労働者の受入れと外国人の土地取得を
制限します。

諸外国も見直しを進めている脱炭素政策を再構築します。再
エネ賦課金を廃止し、安く、安全で安定したエネルギーを国内
で確保します。

製造業、建設業、運送業、医療介護福祉や警察・消防・自衛官
等、現場で汗をかく方々の待遇を改善し、安心して働ける社会
をつくります。

過剰な医療や非効率な仕組みは見直しつつ、予防を重視した体
制へ転換し、子どもから高齢者まで、すべての人の健康と安心
を支えていきます。
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参政党

平成11年生まれ。岡山県井原
市出身。元保育士。岡山市で自
然食の飲食店を経営。2児の
娘の母。娘の出産を機に日本
の食の危機を感じ、添加物を
なるべく使わない発酵ランチ
のお店を開業。食や教育を政
策に掲げる参政党の理念に賛
同し入党。
ママの声から日本を変える。　

山本あのんプロフィール

参政党の政策は
こちらの特設サイトから！比例は とお書きください。

今、我が国は危機的な状況に直面しています。30年に渡る景気低迷。苦しくなる一方の国民生活。世界では紛争が続き、食料自給率の低下、エネルギー問題、
少子化や移民問題など、国の存亡に関わる課題は手つかずのまま。明るい未来が見えない社会情勢の中で、子供たちは受験戦争にもがき苦しみ、家族観や結
婚観という日本人らしいアイデンティティーは破壊されようとしています。この状況を解決するには、日本人のひとりひとりが立ち上がるしかありません。政治家
やテレビや新聞に任せるのではなく、ひとりひとりが日本そのものであると自覚し、考え行動する時がきたのです。「ひとりひとりが日本」未来を変えるの
はあなたの覚悟と想いです。日本はまだ間に合う。“3つの柱と9の政策 ”
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私は、11年間、小学校の教員を
してきました。党をつくって103年
余、反戦平和を貫いてきた日本共
産党の一員として、「教え子を再
び戦場に送らない」─私の原点で
す。それだけに、いま高市政権が、
国連憲章・国際法を踏みにじる米
国トランプ政権いいなりに大軍拡、
「戦争国家」づくりを進めること
は許せません。高すぎる学費、上
がらない賃金、異常気象を実感す
る気候危機、平和の危機、ジェン
ダー不平等など、どの問題でも願
いは切実です。みなさんの願い実
現にがんばります 。 

 高市内閣は支持率こそ高いものの、一皮むけば、物価高、大軍拡など内政も外交も行き詰まりを深め、その
上「政治とカネ」・統一協会との癒着・・。こんな自民党政治を変える確かな力が日本共産党です。共同の力
で、希望のもてる新しい日本をご一緒につくりましょう。 

プロフィール  1983年生まれ。県立倉敷青陵高校、島
根大学教育学部卒。倉敷市立葦高小学校講師、矢掛
町立小田小学校、浅口市立鴨方東小学校教諭。同
居家族：両親(父は共産党元倉敷市議)、弟 
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取
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国民民主党
公 認子どもを真ん中にした社会保障へ

―手取りを増やし、未来をつくる―

原 ひろし プロフィール

昭和56年12月17日

平成24年 岡山大学医学部医学科卒業
　　　　　岡山協立病院勤務
平成27年 岡山大学病院精神科神経科勤務
平成28年 林道倫精神科神経科病院勤務

［生年月日］
［ 略 歴 ］

少子化は、もはや一分野の課題ではありません。
子どもが減り、現役世代が疲弊すれば、やがて高齢者福祉も社会保障制度そのものも立ち行かなくなります。

いま必要なのは、「負担を増やす前に、支える順番を見直す」こと。
私は精神科医として、そして子育て世代の一人として、子ども政策を社会保障の中心に据え、手取りを増やす政治を進めます。

●香川県育ち、大学進学を機に岡山へ。
●兄の精神疾患と父の脳腫瘍が重なり、家族
　を支えながら10年かけて岡山大学医学部
　医学科を卒業。精神障害の兄のきょうだい
　として家族の苦悩を体感し、精神科医となる。
●精神科医。岡山県在住。妻と4人の子ども、
　保護犬1匹と暮らす6人家族。

政策1
障害児福祉の
「所得制限」を撤廃します
● 障害は選択ではない
支援の可否を、家庭の所得で決める制度は
見直します。

● 必要な医療・福祉は、
   すべての子どもに
治療や福祉、手当を等しく保証します。

● 家族を分断しない制度へ
きょうだいや親に過度な負担を押し付けない
仕組みをつくります。

政策2
子育て支援の
「所得制限」を撤廃します
● 子育ては社会全体への投資
支援は分断ではなく、普遍的な制度で行います。

● 働くほど損をする
   「子育て罰」をなくす
頑張って働く家庭ほど支援が減る仕組みを
改めます。

● 安心して産み、
   育てられる社会へ
2人目・3人目をためらわない環境を整えます。

政策3
年少扶養控除を復活し、
子育て世代の「手取り」を
増やします
● 子育て世帯の手取りを、
   直接増やす
負担ではなく、実感できる支援を行います。

● 働く意欲と消費を後押し
中間層・現役世代を支え、経済を回します。

● 給付と負担のバランスを
   取り戻す
「働き罰」を是正し、公平な税制へ近づけます。

精神科医

令 和 8 年
2月8日執行 衆議院小選挙区選出議員選挙公報（岡山県第1区）
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令和8年2月8日（日）

● 1986年津山市生まれ 倉敷市・岡山市育ち
● 倉敷市立万寿東小学校、愛媛県愛光中学・高
校、東京大学法学部卒業

● 未来を見据えない政治を変えるため、若者と
政治をつなぐ活動を始める

● NPO法人代表や大学非常勤講師、各省有識
者会議委員などを務め、インターネット選挙
運動の解禁、18歳選挙権を実現へと導いた

● １万人以上の中高生へ主権者教育の授業を
行っている

● 北区石井分団消防団員・岡山青年国際交流
会理事・晴れの国岡山検定 博士

【 趣味・好きなもの 】
サッカー・フットサル・映画鑑賞・海外一人旅

プロフィール
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が
り
、将
来
へ
の
不
安
は
募
る
ば
か
り
。今
の
政
治

に
は
、生
活
者
の
切
実
な
実
感
が
欠
け
落
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私
に
託
し
て
く
だ
さ
い
。責
任

を
も
っ
て
必
ず
政
治
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

● 

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
や
、価
格
転
嫁
の
促
進
で
賃
上
げ
を
進
め
る

● 

子
育
て
・
教
育
・
福
祉
で
働
く
方
の
待
遇
を
改
善

● 

社
会
保
険
の「
1
3
0
万
の
壁
」対
策
を
進
め
手
取
り
を
増
や
す

● 

ロ
ー
カ
ル
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
中
小
企
業
の
後
継
ぎ
を
支
え
る

● 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
広
げ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
へ

● 

国
際
秩
序
に
よ
る
平
和
外
交
の
も
と
、領
域
警
備
の
万
全
化
・
自
衛
隊
員
の
待
遇
改
善

● 

企
業
・
団
体
献
金
の
受
け
手
制
限
規
制
の
強
化
や
政
治
資
金
の
透
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公
認

［衆議院］衆議院選挙制度に関する
協議会 座長
［議員連盟・団体］ミャンマー議連会
長/アフリカ議連会長/日豪議連会長
/看護問題対策議連副会長/商店街
議連会長/LRT推進議連会長/バス
議連会長/自動車整備議連会長/オ
ートバイ議連会長/ボーイスカウト議
連会長/サッカー外交議連/武道議
連/書道議連/建築設計議連/賃貸住
宅対策議連/認知症サポート議連/
介護福祉議連/全日本洋裁技能協会
会長/岡山シンフォニックバンド後援
会長/中小企業議員懇話会事務局長
/裏千家淡交会岡山支部副支部長
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一
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と
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分
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描
け
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へ

●
外
交
・
国
防
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強
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本
の
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自
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守
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く

●
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外
国
人
政
策
で
日
本
国
の
基
盤
を
護
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●
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よ
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●
積
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強
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●
国
民
一
人
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と
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ら
し
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来
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描
け
る
国
へ

高
市
式
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圧
経
済
政
策
の
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向
け
て

強
い
経
済
・
物
価
高
対
策

社
会
保
障
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障
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安
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を
守
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こ
と
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を
守
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こ
と

役 職
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い
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わ
一
郎
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決
意

日本列島を、強く豊かに。
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